
 

 

第 1分科会 猿払村立浜鬼志別小学校 

 

１ 研究主題 

 

 
 

２ 主題設定の理由 

（１）児童の実態と課題から 

 本校の研究主題は、平成２３年度まで 3年次計画で「言葉で伝え合い、学び合える子の育成」とし、

全学級での授業公開や研究授業を通して、仮説に迫るための研究を進めてきた。 

その中で、浮かび上がった課題は以下である。 

・基礎的・基本的な内容に対する知識・技能の理解の難しさ、習熟、定着不足 

・課題を解決するために必要な、語彙力、思考力、考え方の道筋を作る技能の不足 

・各教科学習に必要な学習姿勢、学習習慣の不十分さ、学習への苦手意識、学び合いの経験不足 

 それらをうけ、本校の研修の重点課題を、基礎的・基本的な知識・技能を定着させるための学習指

導、授業づくりとし、さらに主体的に学習へ向かう意欲づくりであるとした。 

よって、研究主題を「自ら学び、基礎・基本を身につける子どもの育成」と設定し、「学び方を知

り主体的に課題を解決する力」を推し進めるとともに、学校全体でする基礎学力向上の取り組みを実

践し、主題の具現化を図っていくものである。 

（２） 主題のおさえ 

 研究主題にある「基礎・基本」とは、学習指導要領に示された各教科において最低限身につけたい

「基礎的・基本的な内容」をさしている。児童の学力の実態から、つけたい力を段階的に明確に絞る

必要がある。最も土台となる「読み・書き・計算」さらに絞って『音読、漢字、四則計算』を重点に

据えながら、各学年、各教科の基礎的な学習内容についての知識、理解を重視する。特に学力テスト

等の客観的な結果から明らかになった「正しく読み取る力」については深めるべき課題である。 

３ 全道へき地・複式教育連盟 第９次長期５か年研究推進計画との関連 

【分野】 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

【本校の研究】 

 

 

 

 

 

自ら学び、基礎・基本を身につける子どもの育成 
～わかる・できる を実感させる授業づくりを通して～ 

 

〈学習指導の深化・充実〉 

地域に根ざした、主体的・創造的な学び合いにより「確かな学力」を育てる学習指導の創造 

〈課題７〉学ぶ意欲を高める指導方法の改善・充実 

（１）へき地・複式教育の特性を生かした指導方法 

（３）学習効果を高める個別化、集団化などの指導方法 

〈課題７〉（１）→ 個や学級の習熟度に応じ、一人一人が安心して解決努力できる教材や学習課

題の設定、教具の工夫、開発。 

〈課題７〉（３）→・全校で取り組む学習規律の確立と実践、改善。 

         ・自力解決、集団解決ともに、主体的に学習を進めるための「学び方」の確立、

実践の工夫。 

         ・意欲が高まる、効果的な学び合い活動と児童の相互評価の活用。 



 

 

４ 研究構造図～研究の仮説・研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ これまでの成果と課題 

自ら学び、基礎・基本を身につける子どもの育成 
～わかる・できる を実感させる授業づくり～ 

 
～ 

 

《研究を支える学校全体の取り組み》 

基礎学力テスト・宿題や家庭学習・音読の取り組み・毎授業の横断的 

反復練習などによる理解と定着の工夫、豊かな心を育てる生徒指導 

 

 

研究主題 

学習指導において、効果的

な「学び方」を全校的に確立

し、発達段階に合わせて各学

級、各授業で実践することに

より、進んで学ぶ意欲的な子

どもになるであろう。 

 

①全校で取り組む授業規律

の確立 

②発達段階や実態と乖離し

ない効果的な学級での学

習指導 

③自己解決、集団解決、学び

合いの方法、手順の工夫 

内容１ 

目指す授業像 

１ 進んで学ぼうとする態度や能力が身につく授業。 

２ 「できた」「わかった」という喜びが味わえる授業。 

３ 他者の関わりを大切にしともに高めあえる授業。 

 

授業作りにおいて、確実に身につ

けたい基礎的・基本的な学習内

容を明確にし、一単位時間また

は単元構成の指導法を工夫する

ことにより、基礎的・基本的な学

習が身につくであろう。 

 

①見通しを持ち主体的な

学びを進めるための学

習過程の工夫 

②基礎的・基本的な内容の

明確化 

③教材・教具・動機付けの

工夫 

 

 

 

授業作りにおいて、他者とか

かわりながら、意欲につなが

る評価活動を工夫すること

により、自信を持って仲間と

もに学びあえる子どもになる

であろう。 

①指導と評価の一体化 

②個に応じた支援と評

価の工夫 

③自己評価と相互評価

の工夫 

目指す子ども像 

内容２ 内容３ 

研究仮説２ 

授業づくりの工夫 

研究仮説３ 

他者との関わりと

評価 

研究仮説１ 

学び方 

自信を持って 仲間ととも

に高め合う子ども 

基礎・基本が身についた子ども 進んで学ぶ意欲的な子ども 



 

 

５ これまでの成果と課題 

仮説１より  浜鬼学習スタンダードの取り組み～学習規律の確立 

実践の背景～ここ何年間にわたる変則的で不規則な学級複式編成、生徒指導上の課題や学習支援が必

要な児童の増加など、効果的な授業規律を継続的に取り組むことが本校の大きな課題であ

った。 

      全校的な学習規律の再確立とその共通理解と実践の継続を、授業づくりの大きな柱とし、

複式編成が変わっても担任が替わっても、安心して学習を進められる授業をめざしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  成果と課題 

                 ☆成果～○教職員みんなで知恵を出し合い、全校全学年の統一  

したがんばり目標ができた。 

                      ○全学級に掲示して統一性、継続性を持たせて児童

に意識化させる工夫となっている。 

                      ○学活に位置づけ、学級児童が自らを振り返ること

ができるとともに「クラスの一箇条」づくりで集団

性も生まれるきっかけとなる。 

                  ☆課題～○年度が変わり学級編成が変わっても、学級、職員

とも温度差なく継続して取り組み、新鮮にいつも意

識されるような工夫を続けること。   

                      ◎ひとつひとつの項目に対して、 

                      児童とともに具体性を持たせ、どうす 

ることが、授業に集中できて楽しくて 

わかる学習になるのか問い続ける。 

 

 

 

 

 

 

 

構築、活用のステップ 

①本校に必要な規律内容を、職

員みんなで精査。 

②文言を整え、試行錯誤でレイ

アウトし全教室へ貼り出す。 

③全体懇談で保護者へ説明 

④学級指導～授業を振り返り 

「クラスの一箇条」を選定。 

⑤節ごとに振り返り工夫改善

して交流しあう。 

「学び方」 

の第一歩として！ 

「学び方」次のステップへ！ 

・「ひとりで」学習する手順やコツ 

・「小集団で」学び合う手順やコツ 

・「学び合い」のための「聞く・話

す・書く」約束や技術 

・発達段階や学級や集団の特性、教

科での使い分けなど、画一的に陥

らない工夫 



 

 

仮説２より  授業づくりの工夫 

 

☆取り組み～・研究授業【年 2～3回】とそれに向かう他校を交えての模擬授業や基礎実験 

・日常授業の改善のための授業交流週間による相互評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆成果と課題 

○おのおのの授業力を高めるための具体的課題があぶりだされた。 

 ていねいな日常授業実践の積み重ねがより必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮説３より  他者との関わりと評価 

 

☆学習の中での相互評価を重点に 

本校児童の大きな課題に、「他者と関わりながら学習を進める力の不足」がある。学習に対する自

信のなさ、友だちから非難されるこわさ、意見を伝え合い認め合う経験の不足があげられる。そこで

「ペア、グループでの学び合い」の実践研究とともに、

「評価の視点を明確にした相互評価」を授業に取り入れ、

仲間とともに安心して課題を解決しようとする意欲を高

めていくものである。   

☆成果と課題 

まだ始まったばかり。全学級で

教科や発達段階に合わせた様々

な工夫により、改善され効果を

確かめ合って推進したい。 

サーモテープの変化がわかりや

すいのは、この位置ですかね～ 

協力校として隣の知来別小

学校の先生方が全員参加し

てくれました！ 

★模擬授業で基礎実験 ★児童は先生 模擬授業！ 

解決したい課題  

●「授業の基本」の確認が必要 ～板書の文字や色、机上の整理、学習環境 

としての教室のあり方、座席の工夫、授業規律のおさえ  

●学習の見通しを「見える形でわかりやすく」提示することが必要。 

●課題把握「つかむ」の効果的な指導が必要。 

●ノートやワークシートの活用、板書とのリンクに工夫が必要。 

●間接指導を意識した、「自力解決（ひとりで・グループで）」の学び方の確立を。 

●理科による問題解決的な授業の有効性が確認された後の、他教科での模索。 

「いいねカー

ド」を活用し

て仲間の作

品から学ぶ。

貼られると嬉

しい！自分の

作品づくりの

ヒントにも… 


